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 ◆　令和２年３月定例会で審議された議案等　◆

【予算案12件】
○令和 2年度飯山市一般会計・各特別会計
　予算 10件・水道事業会予算
【補正予算案11件】
○令和元年度飯山市一般会計 2件・各特別
　会計 8件・水道事業会計補正予算
【条例案13件】
○飯山市監査委員に関する条例及び飯山市水道
　事業の設置等に関する条例の一部を改正する
　条例
○飯山市情報通信施設条例の一部を改正する条例
○飯山市個人情報保護条例の一部を改正する条例
○職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正
　する条例
○飯山市税条例の一部を改正する条例
○下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を
　適用することに伴う関係条例の整備に関する
　条例の一部を改正する条例
○飯山市印鑑の登録及び証明に関する条例の一
　部を改正する条例
○飯山市精神障害者共同住居条例を廃止する条例
○飯山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一
　部を改正する条例

○飯山市公共用地内放置自動車等の適正な処
　理に関する条例
○飯山市営住宅条例等の一部を改正する条例
○飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正す
　る条例
○飯山市防災行政無線通信施設の設置及び管
　理に関する条例の一部を改正する条例
【事件案14件】
○財産取得について
○指定管理者の指定について 8件
○過疎地域自立促進計画の変更について
○専決処分事項の承認を求めることについて３件
○議決事項の変更について
【人事案1件】
○固定資産評価審査委員会委員の選任に関す
　る同意を求めることについて
【請願3件】
○免税軽油制度の継続を求める請願
○医師養成定員を減らす政府方針の見直しを
　求める請願
○下高井農林高校を地域キャンパス (分校 )
　化ではなく、現在のまま存続を求める請願

　
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
25
日
か

ら
３
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
予
算
案
お
よ

び
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
や
条

例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
な
ど
あ
わ

せ
て
51
議
案
が
上
程
さ
れ
、
各
常
任

委
員
会
に
お
い
て
の
審
査
結
果
報
告

を
受
け
、
採
決
の
結
果
、
上
程
さ
れ

た
議
案
は
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
産
業
民
生
常
任
委
員
会
か

ら
「
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
」
お
よ
び
「
医
師
養
成
定

員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
か

ら
「
岳
北
地
域
に
お
け
る
普
通
高
校

と
専
門
高
校
の
魅
力
あ
る
学
び
の
場

の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
員
提
案
で
提
出
さ
れ
た

「
下
高
井
農
林
高
校
を
地
域
キ
ャ
ン

パ
ス
（
分
校
）
化
で
は
な
く
、
現
在

の
ま
ま
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
採

決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
定
例
会
概
要

※
各
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
号
に
て
掲
載
し
ま
す
。

意見書第3号　　岳北地域における普通高校と専門高校の魅力ある学びの場の確保についての意見書　
　岳北地域には普通高校である飯山高校と、専門高校である下高井農林高校があります。
　二度の再編統合により学科編成を行いながら、飯山高校は普通高校として、下高井農林高校も岳北地域の産業
を担う人材育成のための専門高校として、いずれも地域の期待に応えるため、特色ある学校運営をしているところ
です。
　県教育委員会において「高校改革実施方針」が出されましたが、現在の二校の教育施設を将来にわたって残し、
学びの場を創ることが岳北地域にとって必要不可欠なことであります。
　以上のことなどから、岳北地域における高校教育のあり方については、次の点に配慮して慎重に進められるよう
要請します。
１ 岳北地域の高校においては、地域中学生の期待に応えるため、普通教育と専門教育の学びの場を確保し、それ
   ぞれの学校の特色づくりを更に進めること。
２ 普通高校においては、進学への対応を重点とした魅力づくりや、職業に関する専門科目などを積極的に取り入れ
   る等、教育の充実を進めること。
３ 専門高校においては、地域産業を担う人材育成のための重要な高校であることから、環境整備や新たな教育カ
   リキュラムの構築を進めること。
４ 将来において、学校規模の更なる縮小が見込まれ、２校の存続が困難になった場合においては、「岳北地域の高
   校の将来像を考える協議会」の意見提案書を尊重した対応を要望する。
５ 今後の県内の少子化を考えた時、県独自で実施している、小・中学校での３０人学級編成を高校においても導
   入することを要望する。

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆  緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

石
田
克
男

1 令和２年度飯山市一般会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9 令和２年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

11 令和２年度飯山市駐車場事業特別会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

12 令和２年度飯山市水道事業会計予算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

13 令和元年度飯山市一般会計補正予算（第１２号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

20 令和元年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第４号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

22 令和元年度飯山市水道事業会計補正予算（第４号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

47 専決処分事項の承認を求めることについて【令和元年度飯山市一般会計補正予算（第１１号）】
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 承認
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

請願
3
下高井農林高校を地域キャンパス(分校 )化では
なく、現在のまま存続を求める請願 ※1(趣旨採択)

委員会 － ○ － ○ 長 － ● － ○ － ○ － ○ － － 可決
本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 可決

意見書
３
岳北地域における普通高校と専門高校の魅力ある
学びの場の確保についての意見書 本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意見書
4
下高井農林高校を地域キャンパス(分校 )化では
なく、現在のまま存続を求める意見書 本会議 ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● 否決

会派名
・
議員名

議 案 等 名

総務文教常任委員会から次の意見書が提案され、本会議において可決された

※1　請願第３号については、趣旨採択として採決したものです。



議
案
第
14
号

令
和
元
年
度　
飯
山
市
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

定
し
た
顧
客
を
期
待
し
た
い
。
広
域
的

な
観
光
資
源
を
活
用
し
、
自
転
車
を
手

段
と
し
て
誘
客
に
結
び
付
け
て
い
く
。

い
る
場
所
と
他
の
市
有
地
、
旧
城
南
中

跡
地
等
一
帯
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
ホ

テ
ル
建
設
は
重
点
事
業
で
あ
り
、
こ
の

事
業
を
活
か
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

　
　
雪
ま
つ
り
と
秋
津
雪
だ
る
ま
祭
り

は
企
画
財
政
課
、
か
ま
く
ら
祭
り
は
商

工
観
光
課
で
補
助
を
し
て
い
る
が
、
地

元
の
一
部
で
は
か
ま
く
ら
祭
り
は
雪
ま
つ

り
と
一
緒
に
し
て
協
議
会
長
を
市
長
に
と

の
話
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
雪
ま
つ
り
の
発
足
目
的
が
克
雪
利

用
の
た
め
企
画
財
政
課
で
担
当
し
て
い

る
。
か
ま
く
ら
祭
り
は
観
光
振
興
目
的

で
あ
る
た
め
観
光
サ
イ
ド
と
な
っ
て
い

る
。
状
況
を
把
握
す
る
う
え
で
再
調
整

も
必
要
と
考
え
る
。協
議
し
て
い
き
た
い
。

◎
雇
用
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
課

　
　
【
伝
統
産
業
振
興
事
業
】「
小
沼
ほ

う
き
」
の
作
り
手
の
確
保
は
。

　
　

地
元
の
有
志
が
集
ま
っ
て
行
っ
て

い
る
が
、
小
沼
地
区
以
外
か
ら
も
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
人
も
い
る
。
農
林
高

校
に
も
種
ま
き
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
も

60
万
円
ほ
ど
申
し
込
み
が
あ
り
、
作
っ

た
も
の
が
お
金
に
な
る
と
い
う
結
果
も

出
て
き
て
い
る
。

◎
広
域
観
光
推
進
室

　
　
【
自
転
車
活
用
推
進
事
業
】
こ
の
事

業
の
効
果
は
。

　
　
自
転
車
活
用
事
業
が
国
を
挙
げ
て

盛
り
上
が
っ
て
い
る
背
景
を
踏
ま
え
、
安

◎
市
民
環
境
課

　
　
【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
】
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件
数
は
。

　
　
交
付
件
数
は
２
１
９
６
人
で
交
付
率

は
10
．
４
㌫
。
今
後
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
開
始
や
保
険
証
機
能
付
与
な
ど
こ

こ
数
か
月
で
交
付
数
は
増
え
て
い
る
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　
【
重
度
要
介
護
高
齢
者
家
庭
介
護

者
慰
労
金
等
給
付
業
等
】
介
護
慰
労
金

の
状
況
に
つ
い
て
は
。

　
　
今
年
度
３
万
円
か
ら
５
万
円
へ
値

上
げ
し
た
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
な
ど
で
家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
た
い
。

◎
商
工
観
光
課

　
　
【
企
業
誘
致
対
策
事
業
】
駅
前
市

有
地
活
用
事
業
委
託
料
１
０
０
万
円
は

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
提
案
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
か
。
市
有
地
へ
の
ホ
テ
ル
建

設
限
定
で
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
駅
前
の
ホ
テ
ル
用
地
と
い
わ
れ
て
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

◎
庶
務
課

　
　
【
庁
舎
整
備
事
業
】
庁
舎
電
話
ダ

イ
ヤ
ル
イ
ン
方
式
導
入
は
災
害
時
の
電

話
回
線
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に
よ
り
担
当
課
へ

直
接
電
話
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

電
話
回
線
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

災
害
等
か
か
り
に
く
く
な
る
こ
と
へ
の
緩

和
に
な
る
と
考
え
る
。

◎
公
民
連
携
推
進
室

　
　
【
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
】
雪

室
は
今
の
ま
ま
で
は
前
に
進
む
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
う
が
。

　
　
今
あ
る
雪
室
は
施
設
の
有
効
活
用

で
実
証
を
行
っ
て
い
る
状
況
。
現
在
、
収

納
で
き
る
量
を
増
や
す
計
画
を
し
て
お

り
、
こ
の
施
設
の
研
究
結
果
で
雪
室
の

展
開
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

◎
危
機
管
理
防
災
課

　
　
【
災
害
対
策
事
業
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
改
訂
に
つ
い
て
皿
川
も
含
め
た
も
の

を
検
証
し
て
作
成
し
な
お
す
の
か
。

　
　
今
後
、
県
で
皿
川
等
他
の
河
川
浸

水
想
定
区
域
図
を
策
定
す
る
。
な
る
べ
く

見
や
す
い
も
の
を
作
成
し
た
い
。

　
　
【
新
防
災
行
政
無
線
事
業
】
消
防
団

協
力
会
社
の
基
準
や
規
定
は
。
小
さ
い

事
業
所
で
消
防
団
員
が
一
人
し
か
い
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
に
も
柔
軟
な
対
応
を
。

　
　
国
が
進
め
る
制
度
で
あ
り
、
事
業

所
に
消
防
団
員
が
２
名
い
る
場
合
や
消

防
団
員
が
い
な
く
て
も
備
蓄
品
を
率
先

し
て
提
供
す
る
な
ど
の
規
約
が
あ
る
と
こ

ろ
が
対
象
と
な
る
。

◎
事
業
戦
略
室

　
　
【w

i-fi 

環
境
整
備
事
業
】
移
動
式

の
も
の
と
の
こ
と
だ
が
菜
の
花
公
園
に

設
置
し
た
あ
と
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
大
き
な
ル
ー
タ
ー
の
設
置
と
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
以
外
は
取
り
外
し
て
保
管
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
る
環
境
で
の
設
置
事
例
も
あ
る
た
め

（
総
務
文
教
分
科
会
審
査
）

他
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　
　
【
体
育
施
設
芝
生
化
整
備
事
業
】
人

工
芝
の
耐
用
年
数
や
維
持
管
理
費
は
。

　
　
使
い
方
に
よ
る
が
屋
外
で
の
耐
用

年
数
は
20
年
と
の
こ
と
。
維
持
管
理
費

は
室
内
の
た
め
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
。

議
案
第
35
号　

飯
山
市
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
意
見
】
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ

れ
た
企
業
等
に
設
置
す
る
場
合
に
つ
い

て
、
消
防
団
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
て
、
団
員
が
一
人
し
か
い
な
い
小

規
模
な
事
業
所
に
も
十
分
配
慮
す
べ
き
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

請
願
第
３
号　

「
下
高
井
農
林
高
校
を
地
域
キ
ャ
ン
パ

ス(

分
校)

化
で
は
な
く
、
現
在
の
ま

ま
存
続
を
求
め
る
請
願

趣
旨
採
択　
（
賛
成
多
数
）

【
意
見
】
下
高
井
農
林
高
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、環
境
整
備
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
構
築
を
進
め
学
校
の
魅
力
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
場
合
に
は
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
化
が
存

続
を
図
る
上
で
重
要
と
の
意
見
や
、
請
願

書
ど
お
り
採
択
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

台風第19号災害
に係る検証から

予
算
決
算
常
任
委
員
会

答 問

（
産
業
民
生
分
科
会
審
査
）

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
予
算

◎
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
【
城
山
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
復
旧

事
業
】
３
〜
４
億
の
事
業
費
で
耐
震
耐

水
対
応
整
備
が
で
き
る
の
か
。
今
回
の

災
害
で
ポ
ン
プ
３
台
稼
働
し
て
い
れ
ば

排
水
能
力
は
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

広
域
で
浸
水
し
た
場
合
の
排
水
能
力
に

つ
い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
３
カ
年
で
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
耐
水

対
応
整
備
を
含
む
長
寿
命
化
改
築
を
行

う
予
定
で
あ
り
ト
ー
タ
ル
で
８
〜
９
億
と

な
る
見
込
み
。
ポ
ン
プ
能
力
に
つ
い
て
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
中
で
集
水
区
域

の
見
直
し
や
ポ
ン
プ
場
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
な
施
策
も
複
合
的
に
考
え
て

い
き
た
い
。

１ 初動体制について
・千曲川の水位情報、雨量など情報把握、河川事務所
や県との情報連携、樋門の管理、体制、操作マニュア
ルでの対応はどうだったか。
２ 避難（所）関係について
・高齢者には階段がきつい、トイレが少ない、情報が
入らないなど避難所のあり方の見直し。
・受付に時間がかかり混乱した。職員だけでは不可能
で避難者も含め運営体制を考える必要がある。
３ 災害対策本部について
・対策本部の浸水で今後の総合的機能維持をどう考え
るかハザードマップでの内水被害への再検討が必要。
４ 議会としての対応について
・情報伝達収集の窓口は一本化が必要。議会の災害
時マニュアルを作るべき。災害時対策本部と議会との
関わり方の検討。
５ 区・住民との関係について
・各区の役員が毎年変わる中で市当局と区の意見交換
が必要ではないか。
6 今後の対策について

・千曲川狭窄部改修は上下バランスを考えての対応が
重要。また、市内の遊水地も考えるべきではないか。
7 議員の行動の事実確認について
■10月13日朝6時頃、戸那子橋付近で越水しそう
なため緊急水防対策（大型土のう積み）をしている
最中に、堤防上を現場に向かってきた車が、クラク
ションを鳴らし続け作業を中断させ、さらに重機を
移動させて水防作業を妨害した。運転していたのは
市川議員だったとの指摘があったため、会議の中で
事実確認をしたところ、本人が認めた。

■市川議員は「何をしていたのかわからなかった」と
釈明したが、災害時において議員としてあるまじき
行為であり、議長より厳重なる注意をしました。

※中間まとめ
今回の検証は、市の検証がまとまったところで改めて
市当局と議論していくこととし、今後、災害時の議員
としての行動についても議論を深め、議会災害時対応
マニュアルを作成していくこととしました。

2月12日議会全員協議会を開き、台風第19号災害に係る検証について、各会派から
の６項目にわたる共通課題に基づき意見交換を行いました。議論の一部を掲載します。

答 問

答 問答 問答 問答 問

答 問 答 問 答 問 答 問

答 問答 問答 問


